
市役所伝言板市役所伝言板

　　11月15日（月）、香南市役所にて職員による災害対

策本部運営演習が行われました。

　　大規模災害を模擬体験することで、より災害時の

対応をイメージしやすくし、「目標管理型災害対応」を

意識することにより、危機管理に対する基本を身に付

けることを目的としています。

災害対策本部運営演習を行いました災害対策本部運営演習を行いました

　　11月11日（木）、香南市は株式会社サンライズク

リーニングと災害発生時の応急生活の支援に関する

協定を結び、調印式を行いました。

　　協定を結ぶことにより、災害発生後の生活で、ク

リーニングやコインランドリーの利用など生活面でのサ

ポートを受けることができます。

■防災対策課　☎57-8501 ■防災対策課　☎57-8501

災害発生時の支援に関する協定を結びました災害発生時の支援に関する協定を結びました

お問い合わせ

この事業は「香南市ふるさと
応援寄附金（ふるさと納税）」
を活用しています

★募集人員　250人 ※先着順（未就学児は入場できません）
　感染予防の観点から募集人数を定員の１/２程度としています。

★受講料　　1,000円（全４回分受講券）
★受講券　　12月上旬から販売開始（定員に達するまで）
★受講券販売場所　　
　のいちふれあいセンター・夜須公民館・香我美市民館・野市図書館
　・香我美図書館・市役所各支所（本庁では販売していません）

★手話通訳、託児（無料・１週間前までに要予約）を行います。
★当日は香南市内各方面より無料送迎バスを運行します。
　（詳しくはお問い合わせください）

NPO法人東京レインボー
プライド共同代表理事　

杉山　文野
11．2222（土）（土）1313：30~15：1010

【第１講座】 【第２講座】

【第３講座】 【第４講座】

■市教育委員会生涯学習課
☎50-3022

■のいちふれあいセンター
☎56-1056

■夜須公民館
☎54-2121

令和３年度香南市市民大学

第
15
回 香南　         セミナーい ききい

すぎやま　　　　　　ふみの

のいちふれあいセンター
「サンホール」

姓氏研究家

森岡　浩
もりおか　　　　　ひろし

映画監督

安藤　桃子
あんどう　　　　　　ももこ

県立精神保健福祉センター
所長　

山﨑　正雄
やまさき　　　　　　　まさお

日

場

1．2828（金）（金）1919：00~20：3030
のいちふれあいセンター
「サンホール」

日

場

2．1（火）（火）1919：0000~20：3030

夜須公民館
「マリンホール」

日

場

2．8（火）（火）1919：00~20：3030

夜須公民館
「マリンホール」

日

場
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〜
歩
行
者
も
運
転
者
も

　　

交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
よ
う
〜

　
　

例
年
、
年
末
年
始
は
交
通
量
が

増
加
し
、
死
亡
事
故
な
ど
重
大
事

故
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
交
通
安
全
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、
年
末
年
始
の
交
通

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
歩
行
者
・
自
転
車
の
皆
さ
ん
へ

　
●　

通
り
慣
れ
た
道
で
も
、
道
路
を

渡
る
時
に
は
横
断
歩
道
の
あ
る
場

所
を
選
ん
で
、
左
右
の
安
全
を
十

分
確
か
め
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　
●　

日
暮
れ
が
早
い
季
節
で
す
。
暗

い
時
間
帯
は
、
車
の
運
転
者
か
ら

歩
行
者
や
自
転
車
が
見
え
づ
ら
く

大
変
危
険
で
す
。
明
る
く
目
立
つ

色
の
服
装
や
反
射
材
を
着
用
し
、

ラ
イ
ト
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ

　
●　

十
分
な
車
間
距
離
を
と
っ
て
、

ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。ま
た
、
横
断
歩
道
手
前
で

の
減
速
義
務
や
、
横
断
歩
道
で
の

歩
行
者
優
先
義
務
を
再
認
識
し
、

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
●　

通
り
慣
れ
た
道
路
ほ
ど
、し
っ
か

り
安
全
を
確
か
め
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト

は
全
席
・
全
員
が
着
用
し
、交
通
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

（
南
国
警
察
署　

香
南
警
察
庁
舎

高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由
美

☎
55
ー
0
1
1
0
）

　
　

全
国
各
地
、
高
知
県
内
で
、
警

察
官
や
市
役
所
職
員
や
銀
行
員
等

を
名
乗
る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

自
宅
を
訪
れ
た
者
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
等
を
だ
ま
し
取
ら
れ
、口
座

か
ら
預
金
を
引
き
出
さ
れ
る
詐
欺

被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　　
そ
の
際
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
手
渡
し
等
が

で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
、自
宅
の

ポ
ス
ト
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
を

入
れ
て
お
く
よ
う
指
示
さ
れ
る
手

口
の
詐
欺
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
、
年
末
に
は
還
付
金

詐
欺
の
予
兆
電
話
や
被
害
が
発
生

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
詐
欺
を
み
や
ぶ
る
ポ
イ
ン
ト

　
　
「
カ
ー
ド
の
手
続
き
が
必
要
、暗

証
番
号
を
教
え
て
」
、「
コ
ン
ビ
ニ

で
○
万
円
分
の
カ
ー
ド
を
買
っ
て
」、

「
医
療
費
、税
金
の
払
い
戻
し
が
あ

る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
」な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

（
香
南
地
区
地
域
安
全
協
議
会
地

域
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
長
田
麻
紀

☎
55
ー
0
1
1
0
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
の
お
店
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
！ 

こ
う
い
う
の
を
知
れ
る
の
も
広
報
な
ら
で
は
の
事
だ
な
と
思
い
ま
し
た
！
行
っ
て
み
た
い
で
す
♪

広

報

へ

の

ご

意

見

P
警 察警 察

police station

市のうごき　（Ｒ3.10.31現在） 〔　 〕は昨年同月対比
■人口/33,164人 

　　（男/16,073人 女/17,091人）

■世帯/15,258戸

■出生/14人　 ■死亡/32人

■転入/79人　 ■転出/63人

■対前月人口比/2人減

１０月の火災・救急出動件数

■火 災

■救 急

4件〔2件増〕

146件〔25件増〕

　
　
　

 

年
末
年
始
の

　
　
　

 

交
通
事
故
を
防
ご
う

※
香
南
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

　
　

私
は
重
要
文
化
財
安
岡
の
家
の

管
理
人
で
東
京
と
高
知
を
往
復
し
、

月
の
半
分
程
、山
北
に
住
ま
い
し
て

い
ま
す
。

　　

家
の
修
理
復
原
保

存
工
事
は
７
年
の
歳

月
を
費
や
し
て
一
昨

年
終
了
し
、
香
南
市

の
主
導
に
よ
り
昨
年

の
９
月
か
ら
２
カ
月
毎
に
２
日
間
一

般
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
の
南

側
、道
路
脇
を
工
事
中
は
駐
車
場
と

し
て
い
ま
し
た
が
、工
事
後
継
続
不

可
使
用
不
可
で
園
芸
農
地
と
し
て

整
備
を
依
頼
し
、本
年
の
２
月
に
完

成
し
ま
し
た
。冬
は
梅
、春
は
桜
、花

桃
、秋
は
キ
ン
モ
ク

セ
イ
等
の
花
が
咲

き
、
夏
は
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
が
実
り
収
穫

し
ジ
ャ
ム
を
作
り
ま
し
た
。

　
　

安
岡
章
太
郎
顕
彰
碑
が
地
元
の

力
で
建
立
さ
れ
、章
太
郎
の
誕
生
日

に
合
わ
せ
、本
年
４
月
に
除
幕
式
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
時
、安

岡
章
太
郎
の
著
作
の
寄
贈
を
受
け

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
が
治
ま
り
、寄
贈

本
等
の
貸
し
出
し
を
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。工
事
後
、道
具
蔵
を

展
示
場
と
し
、
流
離
譚
、
山
北
、
建

物
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　
　

流
離
譚
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
雑
誌
新

潮
の「
流
離
譚
」
連
載
回
に
合
わ
せ

書
か
れ
て
い
る【
第
一
回
は
流
離
譚

書
き
出
だ
し
の
東
北
弁
を
話
す
安

岡
の
訪
問
の
真
偽
、
第
二
回
は
山

北
に
移
住
、第
三
回

は
流
離
譚『
や
は
り

「
文
禄
五
年
死
亡
」

と
し
て
お
く
の
が

一
番
妥
当
な
方
便
で
あ
つ
た
で
あ

ら
う
。
』
、
第
四
回
は
馭
初
（
の
り
ぞ

め
）、第
五
回
は
安
政
地
震
関
連
及

び
覚
之
助
本
家
養
子
」
】に
つ
い
て

検
証
し
、関
連
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
　

山
北
コ
ー
ナ
ー
は
終
戦
直
後
の

神
祭
、
農
協
の
前
身
産
業
組
合
の

紹
介
、
11
月
は
右
左
瓦
を
展
示
し

ま
し
た
。今
後
も
内
容
を
変
え
展
示

し
ま
す
。

　　

元
禄
の
頃
分
家
し
た
家
が
集
ま
り

天
保
七
年
に
始
ま
っ
た
先
祖
祭
、今

年
我
家
が
当
家
で
夏
は
社
務
所
で
、

秋
は
家
の
座
敷
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
岡
　

正
俊

安
岡
の
家
の
今
年

　
　

警
察
官
や
銀
行
職
員
等
を

　
　

名
乗
る
詐
欺
に
ご
注
意
！

り
ゅ
う
り
た
ん

19２０２１.１２ 18 ２０２１.１２


